
2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

文化人類学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

２学年・後期 
担
当 

外部講師 

目
的 

 

文化の多様性を理解し、他者を理解する姿勢をもつ。異文化対応能力を養う。 

 

目
標 

１．自文化や異文化の理解ができる。 

２．多様な価値観を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

第 1回  文化人類学を学ぶ目的 
文化人類学とは、文化のとらえ方 

 
第 2回 質的研究方法 

インタビュー、フィールドワーク 
課題①の通知 祭りの取材／人生儀礼の聞き取り 

 
第 3回 人生と通渦儀礼(l) 

儀式の成り立ち、意味 
 
第 4回 人生と通過儀礼(2) 

儀礼の映像鑑賞 
 
第 5回 家族の多様性(1) 

家族の多様性、親子のつながり 
 

講義(2時間） 
 
 
講義（1時間） 
グループワーク(1時間） 
 
 
講義(2時間） 
 
 
講義(1時間） 
グループワーク(1時間） 
 
講義(1時間） 
グループワーク(1時間） 

第 6回 家族の多様性(2) 
親族、親族に関する映像鑑賞 

 
第 7回 発表 

祭りまたは人生儀礼の発表 
 
第 8回 宗教と世界観（1) 

宗教と世界観、呪術 
 
第 9回 宗教と世界観(2) 
シャーマニズム、シャーマニズムに関する映像の鑑賞 

 
第 10回 いのちと文化(1) 

呪術と健康 
 

講義(1時間） 
グループワーク(1時間） 
 
発表(2時間） 
 
 
講義(2時間） 
 
 
講義(2時間） 
 
 
講義(1時間） 
グルーフワーク(1時間） 

第 11回 いのちと文化(2) 
医療人類学 

 
第 12回 滋賀県の外国人市民(1) 

人口、移民の背景 
課題②の通知 外国人市民の文化、日常生活について知る 

 
第 13回 プラジルの文化 

ブラジルの地理・文化、日系プラジル移民の歴史 
 
第 14回 ベトナムの文化 

ベトナムの地理・文化、ベトナム人移民の歴史 

 
第15回 まとめ 

課題②の発表、文化人類学の活用について 

講義(2時間） 
 
 
講義(2時間） 
 
 
 
講義(1時間） 
グループワーク(1時間） 
 
講義(1時間） 
グループワーク(1時間） 
 
講義（1時間） 
発表(1時間） 

評
価
方
法 

 
授業へのレスポンス、課題 
 

テ
キ
ス
ト 

 
系看 基礎分野 文化人類学   医学書院  
 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                    

科
目
名 

セルフマネジメント 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（リエゾン看護師） 

目
的 

 

ケアの提供者として意図的、主体的に自分自身をマネジメントし、自らのコンディションをよい

状態に保つスキルを学ぶ。 

 

目
標 

１．ケアの提供者にとってなぜセルフマネジメントが必要であるのか理解できる。 

２．セルフマネジメントの様々な方法が理解できる。 

３．セルフマネジメントの方法を活用し、自己の弱みや強みを検討する。 

授
業
計
画
・
内
容 

 

・こころの健康 

 

・ストレスマネジメント 

 

・レジリエンス 

 

・マインドフルネス 

 

・リラクゼーション 

 

・感情コントロール 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題 

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

臨床治療学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（薬剤師・栄養士・ 理学

療法士・放射線技師） 

目
的 

臨床で行われる各治療の基礎的知識を理解し、病院における医療従事者の治療アプローチを学ぶ。 

目
標 

１．各薬剤の適用症状・疾患と有害な副作用、および服薬指導について理解できる。 

２．医薬品を適正にかつ安全に使用するための留意点について理解できる。 

３．臨床における栄養管理の実際を知り、治療食の目的およびエネルギー量・栄養バランスについて理解できる。 

４．リハビリテーションの各訓練の目的と方法についての基礎知識を理解できる。 

５．放射線の性質と医療への適用、防護を知り、放射線検査および治療の基礎知識を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 担当（時間） 

１．臨床薬理 

１）医薬品の管理  ＊薬品の管理と取り扱い 

２）医薬品の適正な利用 ①処方 ②調剤 ③投与（必要な投与量の計算を含む） 

３）生活習慣病に使用する薬の服薬指導（服用方法，服用上の注意点など） 

・呼吸器・循環器・消化器系・物質代謝・他に作用する薬物 

４）抗がん薬，痛みに使用する薬の使用方法，注意点 

５）救命救急時に使用する薬剤の使用上の注意点 

６）輸液製剤の分類と特徴，用途 

７）外用薬，その他の薬剤の使用方法，注意点  

薬剤師 

（12時間） 

 

２．臨床栄養 

１）栄養ケア・マネジメント 

チームアプローチと栄養ケア・マネジメント 

栄養状態の評価と判定：栄養アセスメント、NST 

２）臨床栄養（最適な食品、調理方法）①病院食、栄養補給法、チーム医療・地域医療 

３）臨床栄養（最適な食品、調理方法）②疾患・症状別食事療法 

４）臨床栄養（最適な食品、調理方法）③場面別の栄養管理（小児・術前術後等） 

栄養士 

（6時間） 

３．リハビリテーション医療 

１）リハビリテーションの理念 

２）理学療法の基礎知識 

(1) 関節可動域訓練の適応と原則   …関節可動域の測定 

(2) 筋力増強訓練の適応と原則   …徒手筋力検査 

(3) 免荷・歩行補助具・自助具の適応 

 ３）作業療法の基礎知識 

 ４）言語聴覚療法の基礎知識 

理学療法士 

（8時間） 

４．放射線検査と放射線治療 

１）放射線とは   …放射線の性質 

２）放射線の医療への活用 

３）放射線防護 

４）放射線治療の種類  …外照射と内部照射 

５）放射線治療による有害事象 

放射線技師 

（4時間） 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進（３） 薬理学 医学書院 

系看 専門基礎分野 人体の構造と機能[3] 栄養学 医学書院  

新体系 治療法概説 メヂカルフレンド社 

参
考
書 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[10] 運動器   医学書院 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

疾病論Ⅲ（消化・吸収機能） 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

済生会職員  

（医師） 

目
的 

 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

目
標 

 

消化器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 担当（時間） 

１．消化器の代表的疾患と検査、治療 

１）消化器の構造と機能 

２）主症状と病態生理 

嘔気嘔吐、腹痛、吐下血、排便障害、腹水、黄疸 

３)主な検査 

超音波検査，内視鏡検査，肝生検 

４)主な疾患と内科的治療 

(１）消化管粘膜の障害と通過障害 

    胃炎・逆流性食道炎・胃十二指腸潰瘍 

    潰瘍性大腸炎・クローン病・ 

  (２）肝臓・胆嚢・膵臓の疾患 

肝炎・肝硬変・胆石・胆嚢炎：ERCP、PTCD・膵炎 

      肝がん；TAE 

 

消化器内科 Dr 

（8時間） 

5）主な疾患と外科的治療 

(１）消化管粘膜の障害と通過障害 

食道がん、胃がん、結腸がん・直腸がん 

イレウス・腹膜炎・ヘルニア 

  (２）肝臓・胆嚢・膵臓の機能障害 

肝癌・膵臓がん・胆石症；破砕術,手術 

 

消化器外科 Dr 

（7時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[５] 消化器    医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

疾病論Ⅳ 

（運動機能、造血機能） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（医師） 

目
的 

 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

目
標 

１．運動器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

２．血液・造血器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 時間（担当） 

１．運動器の代表的疾患と検査、治療 

１）運動器の構造と機能 

２）主な症状と病態生理 

３）主な診断・検査 

   計測，脊髄造影検査 

３）主な疾患と治療 

(1)外傷性の疾患  

・骨折（ギプス固定、装具、観血的整復術） 

 ・脊髄損傷（カラー、牽引） 

 ・末梢神経損傷 

 ・筋・腱・靭帯の損傷 

(2)内因性の疾患 

 ・骨髄炎 

・変形性関節症（手術療法） 

・関節リウマチ 

・骨腫瘍（切断） 

・脊柱疾患（椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症） 

整形外科 Dr 

（8時間） 

 

２．血液・造血器系の代表的疾患と検査、治療 
１）血液の生理と造血のしくみ 
２）主な症状と病態生理 

貧血、脾腫、リンパ節腫脹、出血傾向 
３）主な検査 

  骨髄穿刺、他 
４）主な疾患と治療 

(1) 貧血・骨髄異形成症候群 
(2) 出血性疾患（ＴＴＰ，ＤＩＣ） 
(3) 白血病 
(4) 悪性リンパ腫 
(5) 多発性骨髄腫 

 

内科 Dr 

（7時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[10] 運動器      医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[４] 血液・造血器    医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

疾病論Ⅴ（神経機能） 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（医師） 

目
的 

 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

目
標 

 

脳・神経系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 担当（時間） 

１．脳神経系の代表的疾患と検査、治療 

 １）脳神経系の構造と機能 

２）主な症状と病態生理 

意識障害、高次機能障害、運動機能障害、感覚機能障害、反射性障害、頭

蓋内圧亢進、頭痛 

３）主な検査 

脳血管撮影、ＣＴ，ＭＲＩ，誘発電位，脳波 

４）主な疾患と外科的治療 

(1)脳血管障害 

・クモ膜下出血，脳内出血，脳梗塞，もやもや病 

(2)脳腫瘍（手術） 

(3)頭部外傷 

(4)水頭症（脳室ドレナージ、Ｖ－Ｐシャント） 

脳外科 Dr 

（9時間） 

５）主な疾患と内科的治療 

  (1)脳疾患 

   ・脳梗塞（薬物療法） 

   ・脳炎、髄膜炎 

(2)神経・筋疾患 

・顔面神経麻痺 

・重症筋無力症 

・筋ジストロフィー 

・ギランバレー 

・筋萎縮性側索硬化症 

(3)脱髄・変性疾患 

・多発性硬化症 

・パーキンソン病 

 

脳神経内科 Dr 

（6時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[７] 脳・神経    医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

疾病論Ⅵ 

（内部環境調節機能、 

排泄機能） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（医師） 

目
的 

 

系統別主要疾患の病態生理、検査、治療についての基礎知識を学ぶ。 

目
標 

１．内分泌・代謝系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

２．腎・泌尿器系の代表的疾患を学び、病態生理、検査診断、治療について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 担当（時間） 

１．内分泌・代謝系の代表的疾患と検査、治療 
１）内分泌器官の構造と機能 
２）内分泌器官とホルモンの機能 
３）代謝の概要と機能 
４）主な症状と病態生理 
５） 主な疾患と検査・治療 

(1) 内分泌疾患 
・巨人症 
・クッシング症候群 
・低身長 
・尿崩症 
・バセドウ病 
・甲状腺腫瘍 
・アジソン病 
・甲状腺クリーゼ，粘液水腫昏睡 

(2)代謝疾患 
・糖尿病 
・脂質異常 
・肥満とメタボリックシンドローム 
・高尿酸血症、痛風 
・ビタミン欠乏症 

内分泌・代謝 Dr 

（9時間） 

２．腎・泌尿器の代表的疾患と検査、治療 
１）腎・泌尿器の構造と機能 
２）主な症状と病態生理 

     尿の異常，尿失禁，浮腫，高血圧，尿毒症，疼痛 
３）主な検査 
    腎機能検査，造影検査，内視鏡検査，腎生検 
４）主な疾患と検査、治療 

(1) 腎炎 
(2) 慢性腎臓病、腎不全(人工透析) 
(3) 腎・尿路系の腫瘍 
(4) 腎・尿路結石 
(5) 尿路感染症 
(6) 前立腺肥大症 
(7) 前立腺癌 

腎臓内科 Dr 

（6時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[６] 内分泌・代謝   医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学[８]  腎・泌尿器    医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                 

科
目
名 

社会福祉学 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

２学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（社会福祉士） 

目
的 

社会福祉と社会保障の理念について理解し、現行制度とサービスの内容を知り、看護活動に活用

する基礎的知識を学ぶ。 

目
標 

１．社会保障の基礎と理念について理解できる。 

２．各制度とサービスの内容を理解できる。 

３．福祉との連携における看護職の役割について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．社会保障制度と社会福祉 

１）社会保障制度 

２）社会福祉の法制度 

 

２．現代社会の変化と社会保障・社会福祉の動向 

  １）現代社会の変化 

  ２）社会保障・社会福祉の動向 

 

３．わが国の保障制度 

１）医療保障 

２）介護保障 

３）所得保障 

 

４．公的扶助 

１）貧困・低所得問題と公的扶助制度 

２）生活保護制度のしくみ 

３）低所得者対策 

４）近年の動向 

 

５．社会福祉の分野とサービス 

  １）高齢者福祉 

  ２）障害者福祉 

  ３）児童家庭福祉 

  

６．社会福祉実践と医療・看護 

 

７．社会福祉の歴史 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 健康支援と社会保障制度[3] 社会福保障・社会福祉   医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

チーム医療連携 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・通年 
担
当 

済生会職員（社会福祉士） 

専任教員（看護師） 

目
的 

各専門職の視点や専門性を理解し、看護師の役割を考え、より良いケアの実践を目指したチーム

連携・協働のあり方について学ぶ。 

目
標 

１．病院・地域包括ケアシステムにおける多職種連携・協働の必要性を理解できる。 

２．病院における各職種の専門性と役割が理解できる。 

３．専門職連携実践（ＩＰＷ）演習を通して看護師の役割と自己の課題を考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内   容 方 法 

１．地域・病院・施設の連携システム …それぞれの役割と機能 

２．専門職連携実践（ＩＰＷ）とは 

 

３．病院における各職種の専門性と多職種連携  

社会福祉士、医師、医療事務の役割と連携 

 

 

 

４．多職種連携演習 

①１グループ 6～7 人で、多職種連携・協働を必要とする事例に

ついて、各自が各専門職役となる。 

 

②専門職が集まったグループで、介入計画を立てる。病院の職員

と時間を調整し、助言を受ける（2回）。 

 

③他の事例（１例）に対し看護師としての介入計画を個々で準備

する。 

 

④事例１のカンファレンス（専門職者会議）を 2 か所で行う。 

 

⑤事例２の   〃 

 

⑥全体を通しての気づきや学びを整理する。（レポート提出） 

 

 

 

講義（2時間）・演習 

・左記の職種と、薬剤師、栄養

士、理学療法士、放射線技師、

臨床工学士を加えたチーム連

携についてＧＷ 

 

 

 

 

＊担当者でジグソーグループ

を作り、各職員と連携・調整

し、計画への助言を依頼する。 

（課題） 

 

 

＊看護師役２名は他のグルー

プから参加 

 

 

＊看護師の役割，演習・カンフ

ァレンス参加を通して自己の

課題の明確化 

 

 

評
価
方
法 

 

パフォーマンス評価（専門職の介入計画、看護師の介入計画、専門職会議の参加状況、レポート） 

 

テ
キ
ス
ト 

 

新体系 治療法概説  メヂカルフレンド社 

 

参
考
書 

医療福祉をつなぐ関連職種連携   南江堂 

その他、各自・グループで資料を集める。 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

医療と経済 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

２学年・後期 
担
当 

済生会職員(事務) 

専任教員（看護師） 

目
的 

 

日本における経済のしくみを理解し、医療を経済的視点で捉え、医療問題についての考えを 

広げる。 

 

目
標 

１．人々の生活を経済的視点で考え、日本の社会における経済的問題を理解できる。 

２．日本の医療制度を経済的観点から理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内    容 方  法 担当 

１． 医療になぜ経済学が必要なのか 

 

２． 日本における経済のしくみ 

 １）生活と経済 

家計簿作り、市場調査、わが国の平均所得、 

最低賃金、税金、年金制度 

   ２）日本の経済のしくみを知る 

   ３）生活を経済的視点で考える 

 

 

３． 医療経済学と日本の医療 

  なぜ国民皆保険なのか 

  医療費増加の要因とは 

  モラルハザード（倫理の欠如）とは 

 

４． 日本の医療供給体制と医療保険制度 

  診療報酬のしくみ  

  薬の値段 

 

 

５． 経済政策と医療問題 

 １）在院日数短縮と病院の集約化（地域医療構想） 

 ２）国民医療費と診療報酬改定 

   

講義・演習 

 

 

 

＊自分の生活に必要な費

用を調べ、一般のデー

タと比較する。お金の

価値を考え、発表する。 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義・演習 

＊グループで生活と医療

に関わる問題を経済

的視点で調べ考察を

まとめ、発表する。 

 

専任教員 

（5時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

済生会職員 

(4時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員 

(6時間) 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題 

 

テ
キ
ス
ト 

 

  

 

参
考
書 

 

「新医療経済学 ―医療の費用と対策を考えるー」 

「経済学入門」 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

基礎看護学方法論Ⅵ 

（与薬） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

安全・安楽に与薬するための技術を学ぶ。 

目
標 

１．与薬に関する基礎知識が理解できる。 

２．与薬の方法の特性を理解し、安全・安楽に与薬する技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．与薬・輸血を安全かつ正確に行う技術 

１）与薬とは 

２）薬物療法と看護 

３）与薬のための基礎知識 

４）与薬のための援助技術 

５）注射のための援助技術 

６）与薬における安全管理 

７）輸血のための援助技術と安全管理 

 

 

演習：経口薬の投与 

   経皮・外用薬の投与 

   坐薬の投与 

   皮下注射 

   筋肉内注射 

   静脈路確保・点滴静脈 

内注射 

   点滴静脈内注射の管理 

   薬剤等の管理 

   輸血の管理 

   針刺し事故の防止・事 

故後の対応 

   患者の誤薬防止策の実 

   施 

    

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 基礎看護学[2]基礎看護技術Ⅰ  医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術  医学書院 

 

参
考
書 

視聴覚教材；ナーシングスキル 

 

 



 

2025年度 講義概要                                    

科
目
名 

臨床判断の実践 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

既習の知識・技術・態度を活かし、場面に応じた臨床判断の基礎的能力を養う。 

目
標 

１．健康障害を有する対象者のフィジカルアセスメントができる。 

２．場面に応じた観察・判断・対応・評価ができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．臨床判断 気づくトレーニング 

 1）様々な場面における「気づき」について考える 

  (1)日常生活行動場面 

  (2)臨地実習での場面 

   

２．健康障害を有する対象者への看護援助 

 １）場面に応じたフィジカルアセスメントの実際 

  （1）症状を訴える対象者のアセスメント 

  （2）解釈を裏付けしていくためのフォーカスアセスメント 

  （3）アセスメントに基づいた看護実践 

 

 ２）事例を用いた臨床判断の実際 

  （1）症状別事例について学習 

  （2）症状を訴える対象者への対応（ロールプレイング） 

  （3）デブリーフィング 

  （4）グループで状況に応じた判断について評価 

   (5)各事例の臨床判断についての学びを共有する 

 

 ３）自身の事例に基づいた場面の振り返り 

 

 

 

 

 

紙面事例でのワーク 

 

グループワーク 

 

 

 

 

 

演習：臨床指導者と共に 

シミュレーション 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、レポート 

テ
キ
ス
ト 

看護が見える④ 看護過程の展開   MEDIC MEDIA 

  

参
考
書 

 

系統看護学講座 基礎看護学[2]基礎看護技術Ⅰ  医学書院 

看護過程に沿った対症看護 病態生理と看護のポイント 第 5版  学研  

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

基礎看護学演習Ⅱ 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

対象者に応じた看護を実践するために、看護過程の展開を演習を通して学ぶ。 

目
標 

１． 対象者の生活や健康障害に着目して、アセスメント、看護問題の明確化、看護計画、実施、評価が展開 

できる。 

２．対象者に応じた援助を、安全・安楽に実施できる。 

３．自己の課題を明確にし、改善方法を考えることができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．事例に応じた看護過程の展開 

 １）アセスメント（情報収集、分析） 

 ２）看護問題の明確化 

 ３）計画 

 

２．計画に基づく援助の実施 

・バイタルサイン測定 

・日常生活援助（清潔ケアなど） 

 

演習：紙面事例による看護過程の

展開 

 

 

 

演習：計画に基づいた援助 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 基礎看護学[2]基礎看護技術Ⅰ  医学書院 

看護がみえる 看護過程の展開  MEDIC MEDIA 

 

参
考
書 

 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

地域・在宅看護概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

地域・在宅看護の対象者を理解し，地域包括支援システムおよび看護の基盤となる概念を学ぶ。 

 

目
標 

1．地域・在宅看護の社会背景を理解し、地域・在宅看護の目的と特徴が理解できる。 

2．地域・在宅看護の対象者とその特徴について理解できる。 

3．地域包括ケアシステムの概要および、多職種連携における看護職の役割が理解できる。 

4．地域で生活する対象者を支える社会資源を理解できる。 

5．在宅療養を支える訪問看護が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1. 地域における暮らしを支える看護 

1）地域・在宅看護の目的と特徴 

2）地域・在宅看護の基盤となる概念 

3）地域・在宅看護の変遷 

4）地域包括ケアシステム 

2．地域・在宅看護の対象 

1）地域・在宅看護の対象者 

2）家族の理解 

3．地域・在宅看護における家族を支える看護 

1）家族に関する基礎理論 

2）家族のアセスメント 

3）家族の支援 

4．地域・在宅看護に関わる制度とその活用（社会資源の活用） 

1）社会資源とは 

2）社会資源活用の視点 

3）社会資源と活用のプロセス 

5．療養の場の移行に伴う看護 

1）退院支援と退院調整 

2）継続看護 

6．地域・在宅看護実践の場と連携 

1）地域・在宅看護実践の場 

2）地域・在宅看護における多職種連携 

8．地域・在宅看護にかかわる制度とその活用 

1）訪問看護の特徴 

2）訪問看護ステーション 

3）訪問看護サービスの展開 

フィールドワーク 

・夏期休暇中に、あいとう

福祉モールの研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールドワーク 

・自分の住む市町村の社会

資源 

評
価
方
法 

授業参加状況，課題、筆記試験 

 

 

テ
キ
ス
ト 

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論［1］ 地域・在宅看護の基盤 医学書院  

② 系統看護学講座 地域・在宅看護論［2］ 地域・在宅看護の実践 医学書院 

③ 厚生の指標 増刊 国民衛生の動向，一般財団法人 厚生労働統計協会 

参
考
書 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

地域・在宅看護方法論Ⅰ 

(地域・在宅看護の基本技術) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

地域で生活する対象者への基本的な技術を学ぶ。 

 

目
標 

1．地域の対象者との信頼関係を形成するためのコミュニケーション技術および態度について理解できる。 

2．地域の対象者の意思決定を支援するための技術を理解できる。 

3．地域におけるフィジカルアセスメントの意義と活用法を理解できる。 

4．ケアマネジメントの必要性を理解し，社会資源の活用方法について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1．訪問の技術 

1）家庭訪問の意義と目的 

2）初回訪問の目的と配慮 

3）訪問の手順と倫理・心構え 

2．地域・在宅におけるコミュニケーション 

1）在宅療養を支えるコミュニケーションの基本 

2）コミュニケーション障害と支援 

3．地域・在宅看護ケアマネジメント 

1）ケアマネジメントの概要 

2）介護保険制度におけるケアマネジメント 

3）ケアマネジメントのプロセス 

4．意思決定支援の技術 

1）地域包括支援システムにおける意思決定支援 

2）在宅療養継続期・移行期における意思決定支援 

3）アドバンス・ケア・プランニング（ACP） 

5．地域・在宅におけるヘルスアセスメント 

1）訪問看護におけるフィジカルアセスメントの意義 

2）療養者・家族の訴えからのアセスメント 

演習：初回訪問の実際 

 

 

 

 

 

 

演習 

・事例をもとにケアマネジメント 

 

 

演習 

・意思決定支援の実際 

 

 

演習 

・症状別アセスメント 

 

評
価
方
法 

授業参加状況，課題、筆記試験 

 

 

テ
キ
ス
ト 

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論［1］ 地域・在宅看護の基盤 医学書院  

② 系統看護学講座 地域・在宅看護論［2］ 地域・在宅看護の実践 医学書院 

③ 看護学生のための ACPワークブック，メヂカルフレンド社 

④ 厚生の指標 増刊 国民衛生の動向，一般財団法人 厚生労働統計協会 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

地域・在宅看護方法論Ⅱ 

(地域・在宅療養を支える援

助) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

済生会職員 

(訪問看護師) 

目
的 

 

地域における生活支援および医療を必要とする対象者への看護について学ぶ。 

 

目
標 

1．在宅における日常生活を支える看護技術が理解できる。 

2．在宅における医療ケアの特徴及び管理方法と療養者・家族への支援が理解できる。 

3．在宅における療養者の健康レベルや状況に応じた看護活動を理解できる。 

4．地域・在宅看護における危機管理の原則と基本が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当(時間) 

1．暮らしを支える看護技術《日常生活の支援と医療ケア》 

1）療養環境調整に関する看護技術【➁p.86-93】 

2）活動・休息に関する看護技術【➀p.93-105】 

3）食生活・嚥下に関する看護技術【➁p.105-136】 

●経管栄養法，●在宅中心静脈栄養法 

演習： 

移動体位変換の

技術 

リフト、摩擦軽減

用具等の使用 

済生会職員 

（6時間） 

 

 

4）排泄に関する看護技術【➁p.136-160】 

●自己導尿・膀胱留置カテーテルの管理，●ストーマ管理，●腹膜透析 

5）清潔・衣生活に関する看護技術【➁p.160-171】 

6）呼吸・循環に関する看護技術【➁p.174-205】 

●排痰ケア・吸引，●在宅酸素療法， 

●在宅人工呼吸療法（気管ｶﾆｭｰﾚ管理含む） 

その知 済生会職員 

（6時間） 

 

7）創傷管理に関する看護技術【➁p.206-219】 

●褥瘡予防・ケア 

8）与薬に関する看護技術【➁p.219-226】 

●インスリン自己注射 

 済生会職員 

（4時間） 

 

2．対象に応じた在宅看護 

1）医療的ケア児の支援【➁p.252-265】 

2）脳血管疾患の療養者の支援【➁p.266-272】 

3）呼吸器疾患（COPD）の療養者の支援【➁p.272-282】 

4）難病（筋萎縮性側索硬化症・パーキンソン病）の療養者の支援【➁p.283-308】 

5）精神疾患（統合失調症）の療養者の支援【➁p.309-318】 

6）認知症高齢者の支援【➁p.318-330】 

7）がん終末期にある療養者の支援【➁p.330-337】 

・症状アセスメント ・看取りの援助 ・家族へのグリーフケア 

 済生会職員 

（12時間） 

 

3．安全と健康危機管理 

1）日常生活における安全管理【➀p.133-136,➁p.70-85】 

2）災害における暮らしへの影響（災害対策）【➁p.137-142】 

 済生会職員 

（2時間） 

 

評
価
方
法 

授業参加状況，課題、筆記試験 

 

 

テ
キ
ス
ト 

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論［1］ 地域・在宅看護の基盤 医学書院  

② 系統看護学講座 地域・在宅看護論［2］ 地域・在宅看護の実践 医学書院 

③ 厚生の指標 増刊 国民衛生の動向，一般財団法人 厚生労働統計協会 

参
考
書 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

成人看護学方法論Ⅰ 

（呼吸、循環機能障害） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（看護師） 

目
的 

成人期に生じやすい疾患、症状を踏まえ、健康障害のある成人期の対象者への看護を学ぶ。 

目
標 

1．呼吸、循環機能に障害のある対象者を理解できる。 

2．呼吸、循環機能に障害のある対象者の生活援助・治療関連技術を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 担当（時間） 

１．呼吸機能障害のある患者の看護    

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

(1)酸素化・換気呼吸運動障害 

(2)生命・生活への影響 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

(1)内視鏡検査 

 (2)人工呼吸器 

(3)胸腔ドレナージ 

(4)手術療法 

３）病期や機能障害に応じた看護      

(1)悪性腫瘍（肺がん） 

(2)急性気管支炎・肺炎        

(3)慢性閉塞性疾患 

 

済生会職員 

（14時間） 

 

２．循環機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

 (1)症状とその病態生理 

 (2)生命・生活への影響 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

(1)心臓カテーテル検査・心臓血管造影 

(2)薬物療法時の援助 

(3)心臓カテーテル 

(4)ペースメーカー 

(5)手術療法 

３）病期や機能障害に応じた看護 

(1)心不全 

(2)虚血性心疾患 

(3)弁膜症 

(4)不整脈 

(5)動脈閉塞性疾患 

 

 

済生会職員 

（16時間） 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［２］呼吸器     医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［３］循環器     医学書院 

参
考
書 

 

看護がみえる Vol.③ フィジカルアセスメント   メディックメディア 

 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

成人看護学方法論Ⅱ 

(消化･吸収、栄養代謝、内分泌機能障害) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（看護師） 

目
的 

成人期に生じやすい疾患、症状を踏まえ、健康障害のある成人期の対象者への看護を学ぶ。 

目
標 

1．消化・吸収機能、栄養代謝機能、内分泌機能に障害のある対象者を理解できる。 

2．消化・吸収機能、栄養代謝機能、内分泌機能に障害のある対象者の生活援助・治療関連技術を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．消化・吸収機能障害のある患者の看護（内科） 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

 (1)消化管機能障害 

 (2)生命・生活への影響 

２）検査・処置を受ける患者への看護 

 (1)内視鏡検査（上部消化管、大腸、ERCPなど） 

３）病期や機能障害に応じた看護 

 (1)潰瘍性大腸炎 (2)クローン病 (3)胃・十二指腸潰瘍 (4)膵炎・胆嚢炎 

(5)消化管腫瘍の手術をしない疾患 

 済生会職員 

（8時間） 

 

２．消化・吸収機能障害のある患者の看護（外科） 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

 (1)手術を必要とする障害 

２）治療を受ける患者への看護 

  (1)消化管の手術療法（上部消化管腫瘍の切除術・下部消化管腫瘍の切除術 

胆嚢摘出術・人工肛門増設術など） 

＊乳腺外科の手術療法 

 

 

 

 

演習：ストー

マケア 

済生会職員 

（10時間） 

 

３．栄養代謝機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

 (1)肝機能障害 

 (2)生命・生活への影響 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

(1)腹部超音波・肝生検  (2)肝臓・胆嚢疾患 

(3)食道・胃静脈瘤    (4)肝臓癌患者の看護（肝動脈塞栓術・肝切除

術） 

 ３）病期や機能障害に応じた看護 

  (1)急性肝炎、肝硬変症  (2)肝癌患者の看護 

  (3)高尿酸血症、脂質異常症、肥満患者の看護 

 済生会職員 

（6時間） 

 

４．内分泌機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

 (1)甲状腺機能障害  (2)副腎機能障害  (3)生命・生活への影響 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

 (1)甲状腺ホルモン療法  (2)甲状腺切除術  (3)副腎摘出術 

３）病期や機能障害に応じた看護  

 (1)甲状腺疾患   (2)副腎疾患 

 済生会職員 

（6時間） 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［5］消化器    医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［6］内分泌    医学書院 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

成人看護学方法論Ⅲ 

（運動、神経、感覚機能障害） 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

済生会職員（看護師） 

専任教員(看護師) 

目
的 

 

成人期に生じやすい疾患、症状を踏まえ、健康障害のある成人期の対象者への看護を学ぶ。 

目
標 

 

1．運動、神経、感覚機能に障害のある対象者を理解できる。 

2．運動、神経、感覚機能に障害のある対象者の生活援助・治療関連技術を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．運動機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

姿勢機能、移動機能、作業機能障害 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

   関節可動域検査、脊髄・椎間板造影、膝関節鏡、筋生検 

ギプス固定、牽引、人工関節置換術 

３）病期や機能障害に応じた看護 

   関節リウマチ、椎間板ヘルニア、四肢切断後、変形性膝関節症 

４）リハビリテーションにおける看護 

  関節可動域訓練、筋力増強訓練、免荷・歩行補助具・自助具 

演習：関節可動域・

徒手筋力検査 

 

 

 

 

 

 

 

演習：事例演習 

済生会職員 

（10時間） 

 
 

２．脳・神経機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

  生命維持活動調節機能、運動・感覚機能、言語機能、高次脳機能 

２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

  脳波・髄液検査、脳血管造影、開頭術 

３）病期や機能障害に応じた看護 

   脳血管障害、脳腫瘍 
 

 

 

 

 

 

 

演習：脳血管障害

患者の事例展開 

済生会職員 

（14時間） 
 

３．感覚機能障害のある患者の看護  

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護 

   視覚・聴覚の障害 

 ２）検査・処置、治療を受ける患者への看護 

   眼科手術、視力・視覚障害 

 ３）病期や機能障害に応じた看護 

   視覚障害、突発性難聴、メニエール病 

 専任教員 

（6時間） 

 
 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［10］    運動器       医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［7］     脳・神経      医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［13］［14］ 眼、耳鼻咽喉    医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

成人看護学方法論Ⅳ 

(造血、内部環境調節、生殖機能障害) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（看護師） 

目
的 

成人期の生じやすい疾患、症状を踏まえ、健康障害のある成人期の対象者への看護を学ぶ。 

目
標 

1．造血、内部環境調節、生殖機能に障害のある対象者を理解できる。 

2．造血、内部環境調節、生殖機能に障害のある対象者の生活援助・治療関連技術を理解できる。 

3．がん治療における看護の役割を理解し、治療を受ける患者への様々な援助方法を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．造血器機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護   

免疫機能障害、骨髄機能障害 

２）検査・処置・治療を受ける患者への看護      

骨髄穿刺、造血幹細胞移植 

３）病期や機能障害に応じた看護 

  アレルギー性疾患、自己免疫疾患、血液悪性疾患、ヒト免疫不全ウイルス感染

症 

 

 

済生会職員 

（10時間） 

 

２．がん患者と家族への看護 

 １）がん患者の抱える苦痛 

２）がん患者の生活上の困難 

３）がん患者の治療と看護 

手術療法、化学療法、放射線療法、集学的治療 

 ４）がん患者の社会参加への支援 

 

緩和ケア 

済生会職員 

(認定看護師) 

（6時間） 

 

３．内部環境調節機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護  

（1）血糖調節機能障害糖尿病（１型、２型）   

（2）体液量調節機能障害 

２）検査・処置・治療を受ける患者への看護 

（1）糖負荷試験、血糖測定 

  インスリン療法、糖尿病経口薬治療、食事・運動療法 

（2）静脈性尿路造影、腎生検 

急性期持続血液濾過透析、血液透析、腹膜透析（CAPD）、腎移植 

３）病期や機能障害に応じた看護 

  １型・２型糖尿病、急性腎不全、慢性腎不全、慢性腎臓病、腎移植術後 

 

 

 

 

演習： 

血糖測定 

 

済生会職員 

（6時間） 

 

 

 

 

済生会職員 

（4時間） 

 

４．性・生殖機能障害のある患者の看護 

１）原因と障害の程度のアセスメントと看護  

  性・生殖機能障害、ホルモン欠落症状、畜尿・排尿障害 

２）検査・処置・治療を受ける患者への看護 

  尿流動態検査、残尿測定、膀胱鏡、膀胱切除術、前立腺切除術、ホルモン療法 

  勃起障害治療、性交障害治療、男性生殖器手術、ホルモン療法 

３）病期や機能障害に応じた看護 

  腎・尿路結石、腫瘍（腎癌・膀胱癌）、男性生殖器の疾患（前立腺炎、前立腺肥

大） 

 済生会職員 

（4時間） 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［４］ 血液・造血器    医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［６］ 内分泌       医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学［８］ 腎・泌尿器     医学書院 

系看 別巻    がん看護学              医学書院 

参
考
書 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

治療別看護方法論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（看護師） 

目
的 

生命の危機状況、周手術期、終末期において治療を受ける対象者への看護について学ぶ。 

目
標 

1．生命の危機状況にある対象者の特徴を知り、救急治療における看護の役割について理解できる。 

（脳死・臓器移植含む） 

2．救急時における看護の基本技術を習得できる。 

3．手術を受ける対象者の特徴を知り、周手術期看護の基本について理解できる。 

4．終末期にある対象者と家族の特徴を知り、終末期医療・看護の基本について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．生命の危機状況における看護 

１）救急時の看護とは 

(1)救急時の医療チーム体制 

(2)救急時のアセスメント 

(3)心肺蘇生処置の方法 

(4)除細動の原理と実施方法 

  (5)止血法 

２）ICU、CCU看護（人工呼吸器・気管切開含む） 

３）脳死・臓器移植 

４）熱傷患者の看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習：ＣＰＲ 

・AEDの使用 

済生会職員 

(認定看護師） 

（14時間） 

 

２．周手術期における看護 

１）麻酔と生体侵襲 

２）手術前の看護（リスクアセスメント、オリエンテーション、意思決定 

支援、不安への援助） 

３）手術中の看護（麻酔・手術が影響する身体侵襲、術中体位） 

４）手術後の看護（合併症と予防、機能障害や生活制限への看護） 

 

 

 

済生会職員 

（8時間） 

 

３．終末期医療と看護 

 １）終末期医療とは 

 ２）終末期医療における倫理 

 ３）終末期にある対象の苦痛と援助 

  (1)緩和ケア 

  (2)死の受容プロセスと援助 

  (3)スピリチュアルペインと援助 

 ４）終末期にある対象の家族への援助 

  (1)死別の受容のプロセス 

  (2)終末・危篤時・死後の家族へのサポート（死後の処置含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習：緩和ケア 

 

済生会職員 

（8時間） 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅰ 基礎看護学［４］ 臨床看護総論       医学書院 

術中／術後の生体反応と急性期看護               医歯薬出版株式会社 

参
考
書 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

老年看護学方法論Ⅰ 

(高齢者の生活援助) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員・教員 

(看護師) 

目
的 

高齢者の生活機能を整える看護を学ぶ。 

目
標 

1．加齢による変化や特有の症状をもつ高齢者の日常生活援助を理解できる。 

2．高齢者の健康を支える看護を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当(時間) 

１．日常生活を支える基本的活動 

１）基本動作と環境のアセスメント 

 ２）転倒のアセスメントと看護 

 ３）廃用症候群のアセスメントと看護 

２．食事・食生活 

 １）高齢者における食生活の意義 

２）高齢者に特徴的な変調（摂食嚥下機能の変化） 

 ３）食生活のアセスメント 

 ４）食生活の支援 

 

 

 

 

 

演習：嚥下障害患者の食事 

介助（とろみ食の作成） 

    

教員 

（10時間） 

 

 

３．排泄 

 １）高齢者の排泄ケアの基本 

 ２）排尿障害のアセスメントとケア 

 ３）排便障害のアセスメントとケア 

４．清潔 

１）清潔の意義 

２）高齢者に生じやすい清潔に関する健康障害 

３）清潔のアセスメント 

４）清潔の援助 

５．生活リズム 

  １）高齢者と生活リズム 

２）高齢者に特徴的な変調 

  ３）生活リズムのアセスメント 

 ４）生活リズムを整える看護 

６．コミュニケーション 

  １）高齢者とのコミュニケーションと関わり方の原則 

  ２）高齢者の状態・状況に応じたコミュニケーションの 

方法 

 （難聴など） 

７．症候のアセスメントと看護  

１）掻痒（かゆみ） 

２）褥瘡、スキン・テア 

３）脱水 

 

演習：摘便、オムツ交換 

 

 

 

演習：口腔ケア 

義歯の取り扱い 

   シャワー、入浴介助 

 

 

演習：アクティブケア 

（企画、実践） 

 

 

 

 

 

 

演習：褥瘡ケア 

 

専任教員 

（20時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野  老年看護学   医学書院 

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術  医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要講義概要                           

科
目
名 

老年看護学方法論Ⅱ 

(障害のある高齢者の看護) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・通年 
担
当 

済生会職員（看護師） 

専任教員（看護師） 

目
的 

老年期特有の疾患、障害についてその背景、原因、病態、治療等を学び、高齢者と家族を対象とした看護を学

ぶ。 

目
標 

1．障害のある高齢者と家族の看護が理解できる。 

2．治療を受ける高齢者と家族の看護が理解できる。 

3．終末期にある高齢者とその家族に対する看護が理解できる。 

4．生活・療養の場における看護が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内  容 担当（時間） 

１．高齢者に多い疾患・症状 

１） 老年症候群の特徴 

２） 脳神経疾患：脳卒中、パーキンソン病、認知症 

３） 呼吸器疾患：肺炎 

４） 運動器疾患：骨粗鬆症、骨折 

５） 感覚器疾患：皮膚疾患、白内障、難聴 

 

済生会職員 

（10時間） 

２．健康逸脱からの回復を促す看護 

１）認知機能障害のある高齢者の看護 

 

３． 治療を必要とする高齢者看護 

１）検査を受ける高齢者の看護 

２）薬物療法を受ける高齢者の看護 

３）手術を受ける高齢者の看護 

 

４．エンドオブライフケア  

 １）エンドオブライフケアとは 

 ２）意思決定への支援 

 ３）末期段階に求められる援助 

 

済生会職員 

（認定看護師） 

（14時間） 

 

５．高齢者の保健医療福祉施設における看護 

 １）介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、 

介護療養型医療施設、介護医療院） 

 ２）介護保険施設で求められる看護 

 

６．治療・介護を必要とする高齢者を含む家族の看護 

 

専任教員 

（6時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野  老年看護学   医学書院 

系統看護学講座 専門分野  老年看護 病態・疾患論     医学書院 

参
考
書 

 

 

 



 

2025年度 講義概要 

科
目
名 

老年看護学演習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

加齢変化に加え、障害のある高齢者が望む生活を支援するための看護を学ぶ。 

目
標 

1．高齢者の生活の質に着目した看護を理解できる。 

2．高齢者に特徴的な身体機能変化をふまえ、自立度を考慮した安全な援助ができる。 

3．老年看護の場面における倫理的な問題について気づき、考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内  容 方  法 

１． 治療を必要とする高齢者の看護の展開 

１）目標志向型思考の看護 

２）事例に基づく援助 

   援助内容 

・バイタルサイン測定 

・ 排泄ケア 

・食事介助 

・ 移動援助   

・口腔ケア  

・ 褥瘡ケア  など 

 

２．老年看護場面での倫理的な問題 

演習：治療を必要とする高

齢者の事例（個人・グル

ープ） 

 

演習：計画に基づいた援助 

 

 

 

 

 

 

演習：グループ討議 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系統看護学講座 専門分野  老年看護学   医学書院 

看護がみえる 看護過程の展開        MEDIC MEDIA 

 

参
考
書 

 

 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要 

科
目
名 

小児看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

子どもを発達していく存在としてとらえ、子どもが社会の中で健やかに成長・発達を遂げる権利を理解し、子ど

もと家族の健康支援のための基礎的知識を学ぶ。 

目
標 

1．小児期にある対象者およびその家族の特徴を理解し、子どもの権利擁護と看護師の役割について理解できる。 

2．子どもの成長･発達と、健康な成長･発達への援助を理解できる。 

3．子どもの健康な発達と家族を支える保健医療福祉のしくみを理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

Ⅰ．小児看護の特徴と理念 

 1．小児看護の対象 子どもと家族 

 2．小児看護の変遷 

3．子どもの権利 

 

Ⅱ．子どもの成長・発達 

 1．小児看護学における発達論（エリクソン・ピアジェ・マーラー） 

2．成長・発達の原則と評価 

 

Ⅲ．新生児・乳児期の成長・発達と養育・看護 

    

Ⅳ．幼児・学童期の成長・発達と養育・看護 

 

Ⅴ．思春期の成長・発達と看護 

 

Ⅵ．子どもと家族を取り巻く社会と健康支援 

 1．社会の変化 

2．健康支援に向けた政策と社会制度 

3．学校保健 

 

Ⅶ．これからの小児看護 

1．小児看護の目的と役割 

 2．小児看護の専門分化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母性看護学概論の母子保健の

動向の学習をもとに、出生以降

の小児各期の健康支援につい

てグループ演習 

 

 

グループワーク・演習 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野  小児看護学概論  小児臨床看護総論 小児看護学１  医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

小児の健康障害と治療 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（小児科医師） 

目
的 

小児期に多くみられる健康障害についての基礎的知識を代表的な疾患を通して学ぶ。 

目
標 

小児にみられる代表的な疾患において、その原因･病態生理･診断･治療･予後を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

小児にみられる主な疾患の特徴・診断と治療 

1．新生児期の主な疾患 

   低出生体重児、未熟児網膜症、新生児黄疸、乳幼児突然死症候群、呼吸窮迫症候群 

2．先天異常・染色体異常 

  ダウン症候群、18トリソミー 

3．代謝性疾患・内分泌疾患 

  先天代謝異常症、小児糖尿病、先天性甲状腺機能低下症、クッシング症候群 

4．免疫・アレルギー疾患 

  気管支喘息、食物アレルギー、若年性特発性関節炎 

5．感染症 

  予防接種対象疾患 

6．呼吸器疾患 

  クループ、気管支炎、肺炎 

7．循環器疾患 

  先天性心疾患、川崎病 

8．消化器疾患 

   口蓋裂、食道閉鎖症、幽門狭窄症、胆道閉鎖症、ヒルシュスプリング病、腸重積 

9．血液疾患・小児がん 

  血友病、紫斑病、貧血症、白血病・小児がん 

10．腎・泌尿器疾患 

  糸球体腎炎、ネフローゼ 

11．神経疾患 

  水頭症、てんかん、脳性麻痺、筋ジストロフィー 

12．運動器疾患 

   先天性股関節脱臼、骨折 

13．耳鼻咽喉疾患 

   口蓋扁桃肥大、アデノイド増殖症 

13. 虐待  

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野  小児臨床看護各論 小児看護学 2  医学書院 

参
考
書 

 

 

 

  



2025年度 講義概要                                   

科
目
名 

健康障害のある子どもの看護 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担 

当 

済生会職員（看護師） 

教員（看護師） 

目
的 

健康障害・問題が小児各期にある対象者と家族に与える影響を理解し、健康障害・問題や成長・発達に応じた援

助を行うための知識・技術・態度を学ぶ。 

目
標 

1．健康障害･問題が小児と家族に与える影響を理解し、入院生活と治療における看護師の役割を認識し、援助の

必要性について理解できる。 

2．様々な健康障害・問題をもつ小児と家族に対し、小児の発達段階に合わせた看護について理解できる。 

3．入院生活と治療において、小児の発達段階や状況に合わせた看護を実践するために必要な看護技術の方法を

理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

1．病気・障害をもつ子どもと家族の看護  

2．子どもの状況(環境)に特徴づけられる看護  

3．障害のある子どもと家族の看護 

講義 

グループワーク 

 

教員 

（6時間） 

4．症状別にみる小児と家族の看護 

不きげん、啼泣、痛み、呼吸困難、けいれん、発熱、嘔吐、下痢、脱水、発疹 

5．様々な状況にある小児と家族の看護 

1) 染色体異常・胎内環境により発症する先天異常と看護 

   出生前・出生後、常染色体異常、性染色体異常 

2) 代謝性・内分泌疾患と看護  

3) 免疫疾患・アレルギー疾患・リウマチ性疾患と看護 

4) 感染症と家族の看護  

5) 呼吸器疾患と看護 

6) 循環器疾患と看護  

7) 消化器疾患と看護 

8) 血液・造血器疾患と看護 

9) 悪性新生物と看護 

10) 腎・泌尿器および生殖器疾患と看護 

11) 神経疾患と看護 

12) 運動期疾患と看護 

13) 皮膚・眼・耳鼻咽喉疾患と看護 

14) 精神疾患と看護 

15) 事故・外傷と看護 

16) 子どもの虐待と看護 

講義 

グループワーク 

 

 

済生会職員 

（16時間） 

 

6．子どものアセスメント 

1) アセスメントに必要な技術 

2) 身体的アセスメント 

7．検査・処置を受ける子どもの看護 

 採血、採尿、腰椎穿刺、骨髄穿刺、与薬、吸引、酸素療法、抑制 

講義 

グループワーク 

 

教員 

（8時間） 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野  小児看護学概論  小児臨床看護総論 小児看護学１ 医学書院 

系統看護学講座 専門分野  小児臨床看護各論 小児看護学 2  医学書院 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

母性看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

２学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

リプロダクティブヘルスの視点から各ライフステージの母性に関わる健康問題を理解し、母性および家族の健康

保持・増進に向けての看護を学ぶ。 

目
標 

１．母性看護の概念と対象者について理解できる。 

２．人と性と生殖について理解できる。 

３．母性看護における生命倫理について理解できる。 

４．母性保健の意義と動向、母子保健活動について理解できる。 

５．女性のライフステージ各期における健康と保健活動について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．母性看護学の概念 

１）「母性」の概念と定義 

２）「家族」の概念と定義 

３）愛着理論 

２．母性看護のあり方 

  １）母性看護の実践を支える概念 

  ２）母性看護の対象理解 

  ３）安全と事故防止 

３．リプロダクティブヘルスに関する概念 

  １）性と生殖の概念と意義 

  ２）セクシュアリティとジェンダー 

  ３）リプロダクティブヘルス/ライツ 

  ４）性と生殖に関する課題と展望 

４．リプロダクティブヘルスに関する現状と課題 

  １）母性看護の変遷 

  ２）母子保健統計の動向 

  ３）母性看護に関する組織と法律 

  ４）母子保健施策、次世代育成支援 

  ５）母性看護の場と職種 

  ６）リプロダクティブヘルスケア 

５．女性のライフステージにおける健康と看護 

  １）思春期（第二次性徴、性感染症、性教育） 

  ２）成熟期（結婚、少産・高齢出産と女性の健康） 

  ３）更年期（閉経、更年期） 

  ４）各期に応じた保健指導の実際 

     思春期から成熟期に移行する人に向けての指導の実際 

６．母性看護の倫理的課題の実際 

 

グループワーク 専任教員 

（14時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 専任教員 

（6時間） 

グループワーク 

発表 

専任教員 

（10時間） 

・ 

 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学（１） 母性看護学概論  医学書院 

参
考
書 

 

母性看護学① 概論・リプロダクティブヘルスと看護  MCメディカ出版 

 

 



2025年度 講義概要                                        

科
目
名 

母性看護学方法論Ⅰ 

（周産期の看護） 

単
位
数 

１ 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

外部講師 

(助産師) 

目
的 

周産期にある対象者を理解し、より良い生活に向けた援助を行うために必要な知識・技術を学ぶ 

目
標 

１．妊娠・分娩・産褥期の経過を理解できる。 

２．妊娠・分娩・産褥期の身体的・精神的・社会的変化と援助について理解できる。 

３．新生児の胎外生活に適応するための生理的機能と援助方法について理解できる。 

４．母子相互作用の重要性を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

 内容 方法 

１．正常な妊娠                            

 １）正常な妊娠のアセスメント 

  ①妊娠の成立                  

  ②胎児の発育・発達 

  ③母体の心身の変化 

 ２）正常な妊娠各期の看護ケア 

   妊婦健康診査の必要性と方法 

 ３）妊娠期のメンタルヘルスケア 

   各期に応じた保健指導の必要性と方法の実際 

２．正常な分娩  

 １）正常な分娩のアセスメント 

   分娩の生理 

 ２）産婦と胎児の健康状態のアセスメント 

 ３）正常な分娩の看護ケア 

  ①基本的欲求の充足に対するケア 

  ②分娩経過に伴う看護 

  ③分娩期のメンタルヘルスケア 

３．正常な産褥 

 １）正常な産褥のアセスメント 

 ２）健康を促進させるためのケア、保健指導 

 ３）産後のメンタルヘルスケア 

４．正常な新生児 

 １）正常な新生児の基本的理解（呼吸・循環・体温・消化・代謝） 

 ２）新生児のアセスメント 

 ３）母子相互作用、愛着の促進 

 ４）正常な新生児の看護ケア 

  ①新生児看護の原則、出生直後のケア 

  ②新生児期のケア（日常生活の援助と母親への指導） 

  ③援助の実際（沐浴・計測・直接授乳の援助） 

 

 

 

演習 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学（１） 母性看護学各論  医学書院 

 

参
考
書 

写真でわかる 母性看護技術アドバンス   インターメディカ 

母性看護学② 母性看護の実践      メディカ出版 



2025年度 講義概要                                   

科
目
名 

母性看護学方法論Ⅱ 

（ハイリスクな周産期の看護） 

単
位
数 

１ 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

 済生会職員 

（助産師・看護師） 

目
的 

ハイリスクな状況にある周産期の対象者の看護を学ぶ。 

女性に起こりやすい生殖器疾患と看護について学ぶ。 

目
標 

１．妊娠・分娩・産褥期の異常について理解できる。 

２．合併症のある妊産褥婦の看護を理解できる。 

３．新生児に起こりやすい異常について理解できる。 

４．女性生殖器の疾患と看護について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．ハイリスク妊娠 

 １）妊娠の異常 

  （ハイリスク妊娠、感染症、妊娠悪阻、妊娠高血圧症候群、 

   多胎妊婦、流早産、子宮外妊娠、妊娠糖尿病、前置胎盤） 

 ２）異常のある妊婦の看護 

２．分娩期のおける異常 

 １）異常分娩 

  （娩出力異常、胎児ならびに胎児付属物の異常、帝王切開分娩 

   人工誘発分娩） 

 ２）異常のある産婦の看護 

３．異常産褥 

 １）産褥にみられる異常 

  （産褥熱、子宮復古不全、分娩損傷） 

 ２）異常状態にある褥婦の看護 

４．ハイリスク新生児 

 １）新生児にみられる異常 

  （新生児仮死、分娩損傷、低出生体重児、高ビリルビン血症、 

   低血糖、呼吸障害） 

 ２）新生児における異常に対する看護 

講義 

 

 

済生会職員 

(助産師) 

（20時間） 

 

５．女性生殖器に障害のある患者の看護 

 １）女性のライフステージ各期に起こりやすい健康障害 

 （１）子宮内膜症、子宮筋腫、更年期障害、不妊症患者の看護 

  ①医療の動向と看護 

  ②女性生殖器疾患患者の看護 

 （２）子宮がん患者の看護 

  ①主な症状 

  ②主な検査とその看護 

  ③治療に伴う看護 

   （手術療法、ホルモン療法、生活指導、心理的支援） 

 

演習 

グループワーク 

 

済生会職員 

(看護師) 

（10時間） 

  

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学（１）母性看護学概論  医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学（２）母性看護学各論  医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 成人看護学｛９｝女性生殖器    医学書院 

参
考
書 

母性看護学②  母性看護の実践   メディカ出版 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                    

科
目
名 

精神看護学概論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

ライフサイクルにおける心の健康や精神保健を理解し、精神看護を学ぶ。 

目
標 

1. 現代社会における心の問題と精神の保持・増進のあり方について理解できる。 

2. 人間の心の発達過程について理解できる。 

3. 精神(心)の構造と働きについて理解できる。 

4. 地域におけるケアと支援について理解できる。 

 内容 時間・方法 

授
業
計
画
・
内
容 

1. 心のケアと現代社会 

1）メンタルヘルス 

2）心の健康・不健康 

3）ストレスと健康の危機 

4）心的外傷体験 

 

2．精神(心)の構造と機能 

   1）フロイトの精神力動理論 

   2）脳の構造と認知機能 

   3）自我の防衛機制 

 

3．人間の心の諸活動 

1)  ライフサイクルとアイデンティティ(エリクソンの漸成的発達理論) 

2）家族と精神の健康 

3）人間と集団 

 

20時間 

 

 

演習：グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．地域生活を支えるシステムと社会資源  

   1）生活を支えるための社会資源・サービス 

 ・相談支援 

・医療に関わるサービス 

    ・生活を支えるサービス 

   2）地域における精神保健 

    ・学校における精神保健と精神看護 

    ・職場における精神保健と精神看護 

   3）リエゾン精神科看護 

    ・身体疾患のある患者の精神保健 

    ・リエゾン精神看護とその活動 

10時間 

 

 

 

 

ゲストスピーカー 

保健師、精神保健福祉士 

演習：グループワーク 

  

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［1］精神看護の基礎   医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［2］精神看護の展開   医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

精神障害と治療 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

外部講師 

(看護師) 

目
的 

精神疾患に関する基礎的知識を学び、精神症状と治療法について学ぶ。 

目
標 

1. 様々な精神疾患と精神症状が理解できる。 

2. 精神科における様々な治療方法が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 

1．精神症状論と状態像 

1) 様々な精神症状 

2）統合失調症 

3）気分障害 

4）神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 

5）摂食障害 

6）パーソナリティ障害 

7）薬物・アルコール依存症 

8）神経発達障害 

 

2．精神障害の診断と分類 

    1) 診断と疾病分類（ DSMと ICDの分類 ） 

 

3．精神科における治療 

1）薬物療法・電気けいれん療法 

2）精神療法 

3）環境療法・社会療法 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［1］精神看護の基礎   医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

精神障害のある人の看護 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

外部講師(看護師) 

専任教員(看護師) 

目
的 

地域における精神保健や精神の健康回復に必要な看護を実践するための知識・技術を学ぶ。 

目
標 

1. 精神障害のある対象者および家族と集団について理解できる。 

2. 精神障害が生活に与える影響や治療的環境の調整について理解できる。 

3. 精神科看護に共通するコミュニケーション技術を理解できる。 

4. 主要な精神症状および治療に応じた看護を理解できる。 

5. 精神保健医療の歴史と法制度について理解し、人権擁護・倫理について考察できる。 

6. 精神科リハビリテーションと地域精神保健について理解できる。 

 内容 方法 担当(時間) 

授
業
計
画
・
内
容 

1. 精神障害のある人およびその家族の特徴 

  1）生活に与える影響 

  2）環境との関連 

  3）心身相関 

2. 精神障害のある人およびその家族の治療的環境調整 

1）治療的環境 

2）生活環境 

3）リスクマネジメント 

3. 精神看護場面におけるコミュニケーション技術 

  1）精神障害のある人のコミュニケーションの特徴 

  2）臨床場面における接近とコミュニケーション 

  3）患者―看護師関係の成立過程（ペプロウ、トラベルビー） 

4. 精神症状に応じた看護 

1）幻覚・妄想 

 2）感情障害 ( 躁状態、うつ状態 ) 

   3）無為・自閉 

5. 精神科における治療と看護 

  1）薬物療法と看護 

  2）精神療法と看護 

  3）生活療法・活動療法と看護 

6. 精神障害と治療の歴史 

7．精神障害と法制度 

8. 精神科における人権擁護・倫理 

 

講義  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習： 

身体拘束体験 

ＳＳＴ体験 

 

 

 

 

 

外部講師 

（26時間） 

9. 精神科リハビリテーションと地域精神保健 

  1）社会復帰・社会参加におけるリハビリテーション 

  2）地域生活支援の技術 

ピアサポーター

インタビュー 

グループワーク 

専任教員 

（4時間） 

 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［1］精神看護の基礎   医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［2］精神看護の展開   医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

災害看護 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

済生会職員（看護師） 

専任教員（看護師） 

目
的 

 

災害時の支援活動や災害看護の基本的な知識・技術・態度を学ぶ。 

グローバル化における国際看護の基礎的知識を学ぶ。 

目
標 

1．災害救護活動の方法と看護の役割について理解できる。 

2．被災者への看護ケアの必要性を理解し、自己の役割を意識できる。 

3．国際看護に必要な視点が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．災害看護・国際看護の原則 

２．災害医療の基礎知識 

１）災害の定義 

  ２）災害の種類と健康障害 

  ３）災害医療の特徴・我が国の災害医療体制 

３．災害看護の基礎知識  

  １）災害看護の定義と役割 

  ２）災害看護の特徴（災害サイクル） 

４．災害サイクルに応じた活動場所別の看護活動 

１）急性期・亜急性期 

・病院における災害時の初動体制 

・急性期に必要な技術 （トリアージ、応急処置・搬送法） 

 

 

 

 

 

 

演習 

済生会職員 

（8時間） 

   ・避難生活における健康と生活支援 

  ２）慢性期・復興期 

  ３）静穏期 

５．災害とこころのケア 

６．要被災者特性に応じた災害看護の展開 

 

 

グループワー

ク 

専任教員 

（10時間） 

 

７．災害救護訓練 

  １）オリエンテーション・事前準備 

  ２）災害救護訓練 

    ・災害時の救護活動の基本 

  ３）災害救護訓練での学び 

姫路にて済生

会西ブロック

合同訓練 

事後レポート 

提出 

専任教員 

（10時間） 

 

８．国際看護学 

  １）国際看護に関連する基礎知識 

  ２）国際協力のしくみ 

  ３）わが国における在留外国人への看護実践 

 済生会職員 

（2時間） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統別看護学講座 看護の統合と実践３「災害看護学・国際看護学」第５版  医学書院  

参
考
書 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

医療安全の基礎 
単
位
数 

１ 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（看護師） 

目
的 

 

医療事故を未然に防ぐための倫理観を養い、安全確保に向けた取り組みについて学ぶ。 

 

目
標 

1．医療事故の概念を理解し、医療システムの中の危険要因を知り、医療安全の基礎的知識を構造的に理解でき

る。 

2．インシデント分析と事故予防対策への取り組みが理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．医療安全を学ぶことの大切さ 

１）人はなぜ間違いをおかすのか 

２）医療安全を学ぶことの意義 

３）看護師の責任の重さと安全努力の責務 

２．事故防止の考え方 

  １）医療事故と看護業務 

  ２）看護事故の構造 

  ３）看護事故防止の考え方 

３．診療の補助の事故防止 

  １）注射業務と事故防止 

 ２）輸液ポンプ・シリンジポンプの事故防止 

３）輸血業務と事故防止 

４）内服業務と事故防止 

４．療養上の世話の事故防止 

５．業務領域をこえて共通する間違いと発生要因 

１）業務領域をこえて共通する患者間違い 

２）間違いを誘発する負荷状況 

６．組織的な安全管理体制への取り組み 

 １）組織としての医療安全対策 

 ２）システムとしての事故防止の具体例 

 ３）重大事故発生時の医療チームおよび組織の対応 

個人としての取り組み 

・リスク感性を磨く 

・KYT 

７．医療安全対策の国内外の潮流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒・転落アセスメント 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

系統別看護学講座 専門分野 「医療安全」 看護の統合と実践２  医学書院 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要                                       

科
目
名 

医療安全演習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

２学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

看護における安全性を理解し、リスクを伴う様々な場に応じた看護が実践できる基礎的能力を養う。 

 

目
標 

1．医療安全を脅かす様々な事例から、事故のメカニズムと医療安全に向けての方策を理解できる。 

2．インシデントの多い看護技術を知り、正しい技術を身につける。 

3．ハイリスクな状況下で、安全な看護を提供するための判断力と実践力を身につける。 

4．予期しない状況に対し、安全な看護を提供するための方法を考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．実習場面でのヒヤリ・ハット 

 １）実習を振り返り、危険リスクについて考える 

   

２．事例から学ぶ医療安全 

  １）診療の補助業務に関する事故 

   ・薬剤 

   ・輸血 

   ・治療・処置 

   ・医療機器・医療材料の使用・管理 

   ・ドレーン・チューブ類の使用・管理 

 

２．事故につながりやすい看護技術 

  １）内服管理 

２）点滴静脈内注射 

    ・準備と実施 

    ・輸液の管理   

    ・三方活栓の取扱い 

  ２）医療機器の管理 

    ・輸液ポンプ、シリンジポンプ 

    

 

３．危険リスクを増幅させる状況要因 

  １）間違いを誘発しやすい状況 

   ・焦りや強い緊張を生む状況 

   ・類似性の同時存在と同時進行の状況 

  ２）予期せぬ状況 

 

自己の振り返り 

グループワーク 

 

 

個人ワーク 

ヒヤリ・ハット事例の検索 

 

 

 

 

 

演習 

・患者の誤認防止策の実施 

・インシデント・アクシデン

ト発生時の速やかな報告 

（リスクを伴う場面設定） 

 ・点滴 

 ・医療機器の取り扱い 

 ・ドレーン等を留置してい

る患者の寝衣交換 

 

演習 

（臨床の看護師が参加） 

・ロールプレイング 

 （ハイリスク要因、予期し

ない状況） 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、レポート （小テスト） 

テ
キ
ス
ト 

系統別看護学講座 専門分野 「医療安全」 看護の統合と実践２  医学書院 

学生のためのヒヤリ・ハットに学ぶ看護技術   医学書院  

参
考
書 

 

 

 

 

 



 

2025年度 講義概 

科
目
名 

基礎看護学実習Ⅲ 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

受け持ち患者への看護過程の展開を通して、対象者に応じた看護の実際を学ぶ。 

目
標 

１．対象者と相互関係を築くことができる。 

２．受け持ち患者との関わりを通して、患者を総合的に理解できる。 

３．看護過程を用いて、日常生活援助を実践できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 

１． 実習期間：10日間 

 

２． 実習施設：済生会滋賀県病院、済生会守山市民病院 

 

３． 実習方法 

１） 病棟オリエンテーションを受け、実習病棟の概要を知る。 

 

２）回復期の患者を 1名受け持ち、看護問題を明確にし、看護過程を展開する。 

(1) 病棟の看護計画に基づき看護援助を行い、日々の実践記録を使って振り返る。 

(2) 得た情報をアセスメントしながら、対象者の全体像を把握し、問題を明確にする。 

(3) 明確化した看護問題の計画を立案する。 

（4）立案した計画に基づいて看護実践し、評価する。 

 

３）受け持ち患者との関わりをプロセスレコードで振り返る。 

 

４）カンファレンスを行い、各自がその日の役割を認識し、効果的な討議のための企画・運営を行う。 

 

５）各実習病棟で、経験可能な看護技術を見学・実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    詳細は実習要項参照 

 

 



 

2025年度 講義概要                                      

科
目
名 

急性期・回復期看護実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

2学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

急性期・回復期にある対象者の特徴を理解し、回復にむけ治療を受ける対象者への看護の実際を学ぶ。 

 

目
標 

1．急性期・回復期にある対象者の健康障害と治療が及ぼす影響を理解できる。 

2．治療を必要とする患者の日々の状態を臨床判断しながら、看護の展開ができる。 

3．受け持ち患者の回復過程における問題を捉え、多職種との連携や必要な支援について考察できる。 

4．治療のために実施される医療処置（輸液管理等）を看護師とともに実施できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1.実習期間：10日間 

2.実習施設：済生会滋賀県病院（一般病棟） 

3.受け持ちの対象：治療が必要な患者を 1名受け持つ。 

4.実習方法 

1)受け持ち患者の看護を展開する。 

・日々の状態変化を観察し、助言を受けながら臨床判断する。 

・患者に行われている治療についてアセスメントし、必要な援助を実施する。 

  ・患者に関わる多職種の役割について考える 

2)リフレクションを行う。 

3)受け持ち患者との関わりをプロセスレコードで振り返る。 

4)看護技術到達度表の未経験の技術を明らかにし、技術の経験ができるよう計画的に行動する。 

・医療処置を学習し、看護師とともに実施する。 

5)カンファレンスを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

老年看護学実習Ⅰ 

(高齢者の理解) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

45 

開
講
時
期 

2学年・前期 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

 

地域における高齢者の特徴と健康状態に合わせた生活支援について学ぶ。 

  

目
標 

1．老年期にある対象者の身体・心理・社会的特徴が理解できる。 

2．高齢者の健康状態に合わせた生活支援が考えられる。 

3．老年期にある対象者の生活史が理解できる。 

4．施設における各職種の役割と職種間の協働・連携の重要性が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

Ａ．介護老人福祉施設 

1.実習期間：5日間（学内実習含む） 

2.実習施設：介護老人福祉施設（淡海荘） 

3.実習方法 

 １）老人福祉施設で複数の利用者を職員と共に援助しながら関わる。 

 ２）学生 9～10名/週 が様々な部署でローテーションを行う。 

 ３）1名の高齢者との関わりから、その人の生活史について考える。 

4.実習スケジュール 

例） 月～木  9時間×5日間 36時間  金 9時間 

 月 火 水 木 金 

学生Ａ 1丁目 デイ 医務 ２･３丁目 学内 

まとめ 学生Ｂ ２･３丁目 1丁目 デイ 医務 

学生Ｃ 医務 ２･３丁目 1丁目 デイ 

学生Ｄ デイ 医務 ２･３丁目 1丁目 

   

まとめ（最終日）  

・高齢者の加齢変化（身体・心理・社会的）について 

・高齢者の生活史について 

・施設で生活している高齢者に必要な支援について 

 

B．シルバー人材センター  

1.実習期間：1日間 

2.実習施設：栗東市シルバー人材センター 

・シルバー人材センターの役割を理解する 

 ・老年期の特徴と健康の維持、生きがい、楽しみについて考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照 

 

 

 

 

 

 


